
D-1破砕帯ピット

調査位置図

観察面

ピット内調査位置図

⑦層：礫混じり砂質シルト。褐(7/5YR4/3)。シルトを主体とし，全体に細砂～径10cmの礫が混じる。全体に風化が進み土壌化を受ける。

②層：礫・シルト混じり砂～砂質シルト。灰白～灰黄色(2.5Y7/1～2.5Y7/2)。細砂～粗砂からなり，径40cmのGp礫が混じる。くさり礫が混じる。

：砂質シルト。灰白色(2.5Y7/1)。シルトを主体とし，細砂が混じる。よく締まっている。

①層：砂礫。にぶい赤褐色(5YR4/3～2.5Y7/1)。礫は径50cm以下の亜角礫を主体とする。礫率30～60%。淘汰は悪い。基質は粗～中粒砂で固く締まっている。

ず

④：f:N63°E74°W

⑤：f:N42°E62°W

⑥：ｆ:N50°E62°W

⑦：f:N35°E62°W

⑧：f:N63°E74°N

第7.4.4.44図（1） Ｄ－１破砕帯 ピット調査結果（ふげん道路ピット）（その１）

本層は，せん断を受けておらず，基盤中の破砕帯と断層関係にはない。

Gp：花崗斑岩。にぶい赤褐～灰白色(5YR4/3～2.5Y7/1)。全体に風化を受け，一部土砂状を呈す。また，断層周辺部では，カタクレーサイトが分布し，礫・シルト質状を呈す。
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第7.4.4.44図（2） Ｄ－１破砕帯 ピット調査結果（ふげん道路ピット）（その２）
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D-1破砕帯ピット

調査位置図

観察面

①：f:N16°E66°W 断層ガウジ（灰～淡黄色砂混じり粘土 幅1mm）
②：f:N40°E82°W 断層ガウジ（浅黄橙～淡黄褐砂混じり粘土 幅1mm）
③：f:N22°E78°W 断層ガウジ（浅黄橙～淡黄褐砂混じり粘土 幅1mm）
f：せん断面

ピ ト内調査位置図 ※走向は偏角未補正である。

⑦層：礫混じり砂質シルト。褐(7/5YR4/3)。シルトを主体とし，全体に細砂～径10cmの礫が混じる。全体に風化が進み土壌化を受ける。

②層：礫・シルト混じり砂～砂質シルト。灰白～灰黄色(2.5Y7/1～2.5Y7/2)。細砂～粗砂からなり，径40cmのGp礫が混じる。くさり礫が混じる。

：砂質シルト。灰白色(2.5Y7/1)。シルトを主体とし，細砂が混じる。よく締まっている。

①層：砂礫 にぶい赤褐色(5YR4/3～2 5Y7/1) 礫は径50cm以下の亜角礫を主体とする 礫率30～60% 淘汰は悪い 基質は粗～中粒砂で固く締まっている

ピット内調査位置図

第7.4.4.44図（3） Ｄ－１破砕帯 ピット調査結果（ふげん道路ピット）（その３）

①層：砂礫。にぶい赤褐色(5YR4/3～2.5Y7/1)。礫は径50cm以下の亜角礫を主体とする。礫率30～60%。淘汰は悪い。基質は粗～中粒砂で固く締まっている。

本層は，せん断を受けておらず，基盤中の破砕帯と断層関係にはない。

Gp：花崗斑岩。にぶい赤褐～灰白色(5YR4/3～2.5Y7/1)。全体に風化を受け，一部土砂状を呈す。また，断層周辺部では，カタクレーサイトが分布し，礫・シルト質状を呈す。
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第7.4.4.44図（4） Ｄ－１破砕帯 ピット調査結果（ふげん道路ピット）（その４）
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観察面

D-1破砕帯ピット

調査位置図

ピット内調査位置図

⑦層：礫混じり砂質シルト。褐(7/5YR4/3)。シルトを主体とし，全体に細砂～径10cmの礫が混じる。全体に風化が進み土壌化を受ける。

①層：砂礫。にぶい赤褐色(5YR4/3～2.5Y7/1)。礫は径50cm以下の亜角礫を主体とする。礫率30～60%。淘汰は悪い。基質は粗～中粒砂で固く締まっている。

第7.4.4.44図（5） Ｄ－１破砕帯 ピット調査結果（ふげん道路ピット）（その５）

Gp：花崗斑岩。にぶい赤褐～灰白色(5YR4/3～2.5Y7/1)。全体に風化を受け，一部土砂状を呈す。また，断層周辺部では，カタクレーサイトが分布し，礫・シルト質状を呈す。
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第7.4.4.44図（6） Ｄ－１破砕帯 ピット調査結果（ふげん道路ピット）（その６）
調査位置図

6－7－4－794

ピット内調査位置図
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最新活動面

50 mm0

最新活動面

下

下

最新活動面

走向・傾斜 N6°E85°W

第7.4.4.45図 Ｄ－１破砕帯 ブロックサンプル及びＣＴ画像（ふげん道路ピット）
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第7.4.4.46図 Ｄ－１破砕帯 Ｘ線回折分析結果（ふげん道路ピット）
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D-1破砕帯ピット

調査位置図

条線観察位置

←N S→

観察面

80°

ピット内調査位置図

・高角度の条線が観察される。

・D-1破砕帯の走向・傾斜は、N16°E66°Wで、レイク
角は80°北傾斜である。

第7.4.4.47図 Ｄ－１破砕帯 条線観察結果（ふげん道路ピット）（その１）

条線の例（上盤側から撮影）
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第7.4.4.48図 Ｄ－１破砕帯 薄片試料観察結果（ふげん道路ピット）
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性状
D-1破砕帯

性状
2号炉原子炉建屋南側斜面 Ｈ24-D1-2 Ｈ24-D1-3

走向・傾斜 NNE-SSW，高角度西傾斜 NNW-SSE，高角度西傾斜 NNW-SSE，高角度西傾斜

破砕幅 約5cm～約20cm 約40cm 約20cm

断層ガウジの状況

断層ガウジの色調 暗褐色，黒褐色 灰白色，灰黄色 白色，灰黄色

断層ガウジの状態 締まっている 締まっている 締まっている

断層ガウジの構造 縞状 縞状 縞状

構成粒子 円形度 構成粒子 円形度 構成粒子 円形度

断層ガウジの微細構造

・構成粒子の円形度
：0.4程度（亜円礫状）
・面構造が発達する
・基質の細粒化が進

んでいる

・構成粒子の円形度
：0.3程度（亜円礫状）
・面構造が発達する
・基質の細粒化が進ん
でいる

・構成粒子の円形度
：0.3程度（亜円礫状）
・面構造が発達する
・基質の細粒化が進

んでいる

変位センス 正断層 正断層 正断層

X線回折分析 － －

2000

3000

kln

・カオリナイト，石英
を含む。

0

1000

5 10 15 20 25 30 35 40 45 50θ-2θ (度)

kln
kln

qtz

第7.4.4.49図（1） Ｄ－１破砕帯 性状整理表（その１）
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性状
D-1破砕帯

Ｈ24-D1-4 Ｈ24-D1-5 H27-B-3

走向・傾斜 NNW-SSE，高角度西傾斜 N-S，高角度西傾斜 NNE-SSW，高角度西傾斜

破砕幅 約2cm 約20cm 約10cm

断層ガウジの状況

断層ガウジの色調 浅黄橙色，灰白色 灰褐色 緑灰色

断層ガウジの状態 締ま ている 締ま ている 締ま ている断層ガウジの状態 締まっている 締まっている 締まっている

断層ガウジの構造 縞状 縞状 縞状

・構成粒子の円形度 ・構成粒子の円形度 ・構成粒子の円形度

：0 4程度（亜円礫状） ：0 5程度（円礫状） ：0 5程度（円礫状）

断層ガウジの微細構造

：0.4程度（亜円礫状） ：0.5程度（円礫状） ：0.5程度（円礫状）

・面構造が発達する ・面構造が発達する ・面構造が発達する

・基質の細粒化が進
んでいる

・基質の細粒化が進
んでいる

・基質の細粒化が進
んでいる

変位センス 正断層 正断層 正断層変位センス 正断層 正断層 正断層

X線回折分析 － － －
1000

3000

ill qtz

qtz

・イライト，石英を含む。
ill qtz

ill

0

1000

5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

第7.4.4.49図（2） Ｄ－１破砕帯 性状整理表（その２）
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性状
D-1破砕帯

H27-B-4 Ｈ19-No.2 Ｈ19-No.14

走向・傾斜 NNE-SSW，高角度西傾斜 N-S，高角度西傾斜 NNE-SSW，高角度西傾斜

破砕幅 約30cm 約8cm 約50cm

断層ガウジの状況

断層ガウジの色調 浅黄橙色，灰白色 灰白色，褐色 灰白色，灰黄褐色

断層ガウジの状態 締まっている 締まっている 締まっている

断層ガウジの構造 縞状 縞状 縞状

・構成粒子の円形度

：0.3程度（亜円礫状）

・面構造が発達する
断層ガウジの微細構造 － －

面構造が発達する

・基質の細粒化が進
んでいる

変位センス 正断層 － －

X線回折分析
・スメクタイト，カオリナイト，

イライト，石英を含む。 － －
1000

2000

3000

ill
sm

qtzkln
kln

qtz
ill

qtz

ill

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50
θ-2θ (度)

kln

第7.4.4.49図（3） Ｄ－１破砕帯 性状整理表（その３）
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性状
D-1破砕帯

② 既往露頭Ｈ20-No. ②-1 D-1既往露頭 Ｈ24-B14-2

走向・傾斜 － N-S，高角度西傾斜 N-S，高角度西傾斜

破砕幅 約80cm 約40cm 約8cm

断層ガウジの状況

断層ガウジの色調 灰白色，橙色 淡褐色 明緑灰色

断層ガウジの状態 締ま ている 締ま ている 締ま ている断層ガウジの状態 締まっている 締まっている 締まっている

断層ガウジの構造 縞状 縞状 縞状

・構成粒子の円形度 ・構成粒子の円形度 ・構成粒子の円形度

: 0 4程度(亜円礫状) ：0 5程度（亜円礫状） ：0 3程度（亜円礫状）

断層ガウジの微細構造

: 0.4程度(亜円礫状) ：0.5程度（亜円礫状） ：0.3程度（亜円礫状）

・面構造が発達する ・面構造が発達する ・面構造が発達する
・基質の細粒化が進ん
でいる

・基質の細粒化が進
んでいる

・基質の細粒化が進
んでいる

変 層右ず 層 層右ず変位センス 正断層右ずれ 正断層 正断層右ずれ

X線回折分析
・カオリナイト，石英を含む。 ・スメクタイト，カオリナイト，

石英を含む。－

2000

3000

2000

3000

sm

kln

t
kln

qtz
石英を含む。

0

1000

5 10 15 20 25 30 35 40 45 50
θ-2θ (度)

kln kln

0

1000

5 10 15 20 25 30 35 40 45 50
θ-2θ (度)

sm qtz
qtz

第7.4.4.49図（4） Ｄ－１破砕帯 性状整理表（その４）
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性状
D-1破砕帯

Ｈ24-D1-1 H27-B-1 H27-B-2

走向・傾斜 N-S，高角度西傾斜 NNE-SSW，高角度西傾斜 N-S，高角度西傾斜

破砕幅 約3cm 約3cm 約30cm

断層ガウジの状況

断層ガウジの色調 灰白色 灰褐色，灰白色 灰黄褐色

断層ガウジの状態 締ま ている 締ま ている 締ま ている断層ガウジの状態 締まっている 締まっている 締まっている

断層ガウジの構造 縞状 縞状 縞状

・構成粒子の円形度 ・構成粒子の円形度 ・構成粒子の円形度

：0 3程度（亜円礫状） ：0 3程度（亜円礫状） ：0 3程度（亜円礫状）

断層ガウジの微細構造

：0.3程度（亜円礫状） ：0.3程度（亜円礫状） ：0.3程度（亜円礫状）

・面構造が発達する
・基質の細粒化が進ん
でいる

・面構造が発達する

・基質の細粒化が進
んでいる

・基質の細粒化が進
んでいる

変位センス 正断層 正断層 正断層変位センス 正断層 正断層 正断層

X線回折分析
・スメクタイト，カオリナイト，

イライト，石英，カリ長石
を含む。

・スメクタイト，カオリナイト，
イライト，石英，カリ長石
を含む。

－ －
1000

3000

2000

qtzsm
kln kｌn

qtzill

2000

3000

sm kln qtz kln
ill

ill

ill qtzを含む。 を含む。

θ-2θ (度)

0

1000

5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

qtzill

0

1000

5 10 15 20 25 30 35 40 45 50θ-2θ (度)

kln qtz kln
kfl

ill qtz

kfl

第7.4.4.49図（5） Ｄ－１破砕帯 性状整理表（その５）
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性状
D-1破砕帯

性状
北側ピット ふげん道路ピット

走向・傾斜 N-S，高角度西傾斜 N-S，高角度西傾斜

破砕幅 約50cm 約40cm

断層ガウジの状況

断層ガウジの色調 褐色，黒褐色 にぶい橙色～灰白色

断層ガウジの状態 締まっている 締まっている

断層ガウジの構造 縞状 縞状

・構成粒子の円形度
：0 5程度（亜円礫状）

・構成粒子の円形度
：0 3程度（亜円礫状）

断層ガウジの微細構造

：0.5程度（亜円礫状）
・面構造が発達する
・基質の細粒化が進

んでいる

：0.3程度（亜円礫状）
・面構造が発達する
・基質の細粒化が進

んでいる

変位センス 正断層 正断層変位センス 正断層 正断層

X線回折分析
・スメクタイト，イライト，

カオリナイト，石英，
カリ長石を含む。

・スメクタイト，カオリナイト，
石英を含む。

1000

2000

3000

kln

t
sm kln

1000

2000

3000

sm

kln qtz qt qtz qtzkln
sm

qtz qtzカリ長石を含む。

0

1000

5 10 15 20 25 30 35 40 45 50θ-2θ (度)

qtzill

0 5 10 15 2520 35 40 45 5030

1000 smqtz qtzqtz qtz

kfl

qtz

第7.4.4.49図（6） Ｄ－１破砕帯 性状整理表（その６）
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K断層

浦底断層

D-1破砕帯

D-1破砕帯

第7.4.4.50図 Ｄ－１トレンチ 層相区分
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A A’

断面A A’

断面位置図

第7.4.4.51図（1） Ｄ－１トレンチの地質断面図（A-A'）
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C C’ 断面C

C’

断面位置図

第7.4.4.51図（2） Ｄ－１トレンチの地質断面図（C-C'）
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F F’

F’断面F

断面位置図

第7.4.4.51図（3） Ｄ－１トレンチの地質断面図（F-F'）
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I I’

断面I

断面位置図

I’

第7.4.4.51図（4） Ｄ－１トレンチの地質断面図（I-I'）
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18-01

26-01

26-03

1%

10%

18-01

：花粉分析用試料採取位置●
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第7.4.4.52図 Ｄ－１トレンチ 花粉分析結果（②層）



Ｈ地点

観察面

調査位置図

Ｈ地点：土壌分析試料の採取箇所

：土壌化部

調査位置図

第7.4.4.53図（1） Ｄ－１トレンチ 土壌分析結果（北法面）（その１）
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ブロック試料薄片写真
観察番号

土壌
層位

B1

H-a

H-b

B2

H-c

H dH-d

C1

H-e

観察
番号

腐 植 色 調
マンセル
カラー

土 質 土 性 構 造 堅密度
土壌
層位

H-a 含まれない 橙色 2.5YR6/8 礫混じり砂質シルト 植質壌土 かべ状 軟
B1

H-b 含まれない 橙色 7.5YR6/8 砂質シルト 植質壌土 かべ状 軟

観察結果と土壌層位区分

5cm

H-f

H-c 含まれない 黄褐色 10YR5/6 礫混じり砂質シルト 壌 土 かべ状～単粒状 軟

B2
H-d 含まれない

暗褐色
橙色

7.5YR3/4
2.5YR6/8

砂質シルト
酸化鉄

酸化マンガン
壌 土 単粒状 軟

H-e 含まれない 黄褐色 10YR5/6 シルト質砂 砂質壌土
単粒状

母材が見られる
堅

C1
H-f 含まれない にぶい黄褐色 10YR5/3 礫混じりシルト質砂 砂質壌土

単粒状
母材が新鮮である

堅

5cm

第7.4.4.53図（2） Ｄ－１トレンチ 土壌分析結果（北法面）（その２）
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全鉄乾式

全鉄湿式

H--α

永塚（1975）西南日本の黄褐色森林土および赤色土の生成と分類に関する研究，農業技術研究所報告Ｂ第26号，133-257．

永塚（1973）褐色森林土・黄褐色森林土・赤色土における遊離酸化鉄の存在状態について，ペドロジスト，17(2), 70-83．

第7.4.4.53図（3） Ｄ－１トレンチ 土壌分析結果（北法面）（その３）

森 農 所 第

Maejima et al. （2002）Application of the Crystallinity Ratio of Free Iron Oxides for Dating Soils Developed on the Raised Coral Reef Terraces of Kikai and 
Minami-Daito Islands, Southwest Japan，第四紀研究，41，485-493．
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K断層
浦底断層

D-1破砕帯

D-1破砕帯

第7.4.4.54図（1） Ｄ－１トレンチ テフラ分析結果（その１）
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観察面

＊ ：3/3000粒子以上を示す

調査位置図

テフラ凡例

DKP 降灰層準

K-Tz 降灰層準

Mh 降灰層準

テフラ凡例

第7.4.4.54図（2） Ｄ－１トレンチ テフラ分析結果（その２）
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観察面観察面

調査位置図

＊ ：3/3000粒子以上を示す

K-Tz 降灰層準

テフラ凡例

第7.4.4.54図（3） Ｄ－１トレンチ テフラ分析結果（その３）

Mh 降灰層準
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調査位置図

観察面

＊ ：3/3000粒子以上を示す

テフラ凡例

第7.4.4.54図（4） Ｄ－１トレンチ テフラ分析結果（その４）

Mh 降灰層準

テフラ凡例
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＊ 3/3000粒子以上を示す

Mh 降灰層準

＊ ：3/3000粒子以上を示す

観察面

調査位置図

第7.4.4.54図（5） Ｄ－１トレンチ テフラ分析結果（その５）
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海上ボーリング
No.2孔

MIS6

第7.4.4.55図（1） Ｄ－１トレンチ ③層テフラの分析結果（その１）
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◆ ③層中の普通角閃石

凡 例

◆ ③層中の普通角閃石

■ No.2孔 MIS6層準の普通角閃石

第7.4.4.55図（2） Ｄ－１トレンチ ③層テフラの分析結果（その２）
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NW← →SE NW← →SE

土壌分析試料の
採取箇所（H地点）

凡 例

⑤層

③層

有機質砂礫混じりシルト

酸化帯

：土壌化部

境界面の走向・傾斜

①：N84°E24°S
②：N56°E56°S
③：N64°W60°S
④：N20°E60°E

③層⑤層境界

主要層相境界

酸化帯境界

礫

調査位置

調査位置図

第7.4.4.56図 Ｄ－１トレンチ トレンチ調査結果（北法面）法面スケッチ
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● ⑤層下部テフラ中の普通角閃石

■ No.2孔 MIS5eテフラの普通角閃石

凡 例

凡 例

● ⑤層下部テフラ中の斜方輝石

■ No.2孔 MIS5eテフラの斜方輝石

凡 例

第7.4.4.57図 Ｄ－１トレンチ ⑤層下部テフラの分析結果
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D-1トレンチ

海上ボーリング
No.2孔

海上ボーリング
No.2

明神沖テフラ(Mj)

MIS5e

明神沖テフラ（Mj)

M
IS
5
e

明神沖テフラ(Mj)

美浜テフラ（Mh)

MIS5-6境界

美浜テフラ(Mh)

木本花粉中の構成比率
●は1％未満の産出
＋は産出が少ない試料における産出

第7.4.4.58図（1） Ｄ－１トレンチ ⑤層下部テフラ（明神沖テフラ）の分析結果（その１）
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カミングトン閃石

凡 例
△ 明神沖テフラのカミングトン閃石
□ ⑤層下部テフラに見られるカミングトン閃石

第7.4.4.58図（2） Ｄ－１トレンチ ⑤層下部テフラ（明神沖テフラ）の分析結果（その２）
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普通角閃石

凡 例
△ 明神沖テフラ
〇 美浜テフラ
■ ⑤層下部テフラ

第7.4.4.58図（3） Ｄ－１トレンチ ⑤層下部テフラ（明神沖テフラ）の分析結果（その３）
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⑤層

観察面

調査位置図

⑤層

⑤層

③層
③層

：美浜テフラを挟む層

テフラを含む地層

テフラを含まない地層

テフラ分析粒径範囲

粒度分析用試料採取位置図（D-1トレンチ北西面） 粒度分析用試料採取位置図（D-1トレンチ北面）

粒径加積曲線凡例

テフラを含む地層（22試料）

テフラを含まない地層（18試料）

0.0625 0.125 (mm)

テフラ分析粒径範囲の質量百分率

第7.4.4.59図 Ｄ－１トレンチ ⑤層粒度分析結果

6－7－4－826



P1
P2
P3
P4

P4P3

● ：花粉分析用試料採取位置

3
4

第7.4.4.60図 Ｄ－１トレンチ ⑤層花粉分析結果
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観察面

①：f : N32° E58°W     ④：ﾁｬﾈﾙの壁 N80° W42°S
②: f : N27° E63°W     ⑤: ﾁｬﾈﾙの壁 N26° W46°W
③: f : N29° E57°W     ⑥: 堆積構造 N76° E16°S

第7.4.4.61図 Ｋ断層 トレンチ調査結果（Ｄ－１トレンチ北西法面）法面スケッチ

調査位置図
※走向は偏角未補正である。

f: せん断層
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W← →E

⑤層
⑤層

m層

全景写真 o層

ｋ層

D-1トレンチ 北西法面

o層j層

観察面

拡大写真３

拡大写真２

i層
e層

拡大写真１

全景写真

調査位置図

第7.4.4.62図（1） Ｋ断層 地層の堆積状況（Ｄ－１トレンチ北西法面）（その１）

調査位置図
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W← →E

ｋ層

ｊ層

拡大写真

ｊ層

東に傾斜した
D-1トレンチ 北西法面

東に傾斜した
腐植層（ｊ層）

i層

観察面

拡大写真１

調査位置図

第7.4.4.62図（2） Ｋ断層 地層の堆積状況（Ｄ－１トレンチ北西法面）（その２）

調査位置図
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W← →E

ｋ層

m層

W← →E 

拡大写真３拡大写真

j層

D-1トレンチ 北西法面

i層

e層
拡大写真２

観察面

東に傾斜した腐植層（ｊ層）

第7.4.4.62図（3） Ｋ断層 地層の堆積状況（Ｄ－１トレンチ北西法面）（その３）

調査位置図
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W← →E W ← → E

k層

ほぼ水平な砂層(k層)

j層

東に傾斜した細礫層（j層）

拡大写真３ ｊ層／ｋ層境界拡大写真３ ｊ層／ｋ層境界

第7.4.4.62図（4） Ｋ断層 地層の堆積状況（Ｄ－１トレンチ北西法面）（その４）
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観察面

調査位置図

第7.4.4.63図（1） Ｋ断層 走向・傾斜計測結果（Ｄ－１トレンチ北西法面）（その１）

調査位置図

6－7－4－833



Ｋ断層による影響を受けていないと判断した地層
観察面

第7.4.4.63図（2） Ｋ断層 走向・傾斜計測結果（Ｄ－１トレンチ北西法面）（その２）

調査位置図

z
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挟み角約22°挟み角約22°

第7.4.4.63図（3） Ｋ断層 走向・傾斜計測結果（Ｄ－１トレンチ北西法面）（その３）
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・使用データ：③層で計測した全ての走向・傾斜データのシュミットネット上における座標値（X,Y）
手法 階層型クラスタリング・手法：階層型クラスタリング

解析対象 とするデータ群を類似したグループに集約するための解析方法で，図のように距離の小さい組合せから順次大きなクラスターに集約
していく。類似度の計算にはウォード法を用いた。ウォード法はクラスター内のデータの偏差平方和を最小にする方法で，分類感度が高いため
，クラスタ分析では最も広く用いられる。

・最終クラスター数：2（コンターダイアグラムで2つのピークがみられるため）

もとのデータ
（シュミットネット上の分布） 20クラスター 10クラスター 5クラスター

「K断層による影響を受けていない

と判断した地層」のデータと全て一
致

「 断層による影響を受けたと判断

2クラスター

「K断層による影響を受けたと判断
した地層」のデータと全て一致

コンターダイアグラムコンターダイアグラム

第7.4.4.63図（4） Ｋ断層 走向・傾斜計測結果（Ｄ－１トレンチ北西法面）（その４）
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観察面

調査位置図

第7.4.4.63図（5） Ｋ断層 走向・傾斜計測結果（Ｄ－１トレンチ北西法面）（その５）
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挟み角約25°挟み角約25

第7.4.4.63図（6） Ｋ断層 走向・傾斜計測結果（Ｄ－１トレンチ北西法面）（その６）
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・使用データ：e層で計測した全ての走向・傾斜データのシュミットネット上における座標値（X,Y）
・手法：階層型クラスタリング

解析対象とするデータ群を，類似したグループに集約するための解析方法で，図のように距離の小さい組合せから順次大きな解析対象 す 群 ，類似 集約す 解析方法 ，図 う 距離 組合 順次大き
クラスターに集約していく。類似度の計算にはウォード法を用いた。ウォード法はクラスター内のデータの偏差平方和を最小
にする方法で，分類感度が高いため，クラスタ分析では最も広く用いられる。

・最終クラスター数：2（コンターダイアグラムで2つのピークがみられるため）

もとのデータ
（シュミットネット上の分布） 20クラスター 10クラスター 5クラスター

「K断層による影響を受けたと判
断した地層」のデータとほぼ一致

*コンター線は5%きざみ。

凡 例

2クラスター
「K断層による影響を受けていな
いと判断した地層」のデータとほ
ぼ一致

コンターダイアグラム

北西法面③層 e層の走向・傾斜

北西法面③層 e層の走向・傾斜

第7.4.4.63図（7） Ｋ断層 走向・傾斜計測結果（Ｄ－１トレンチ北西法面）（その７）
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k-1

j-1
j-2

変形ゾーンの試料

非変形ゾーンの試料非変形ゾ ンの試料

観察面

調査位置図

第7.4.4.64図（1） Ｋ断層 地層の堆積状況（ＣＴ画像）（Ｄ－１トレンチ北西法面）（その１）
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J層における堆積構造 鉛直EW方向

上

上

上

W
E W E

下

下

j層 変形ゾーンj-1 j層 非変形ゾーンj-2

第7.4.4.64図（2） Ｋ断層 地層の堆積状況（ＣＴ画像）（Ｄ－１トレンチ北西法面）（その２）
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k層における堆積構造 鉛直EW方向

上

W E

下

k層 非変形k-1

第7.4.4.64図（3） Ｋ断層 地層の堆積状況（ＣＴ画像）（Ｄ－１トレンチ北西法面）（その３）
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調査位置図

第7.4.4.65図 Ｋ断層 トレンチ調査結果（Ｄ－１トレンチ北西法面）法面掘り込みスケッチ

6－7－4－843



①f:N22°W78°W

断裂の走向・傾斜

f:破砕部

①f:N22 W78 W
②f:N3°W87°E
③f:N13°W85°W
④f:N2°W81°W
⑤f:N3°W83°E
⑥ｆ:N7°W78°W条線のレイク角60°R
⑦f:NS88°E
⑧f:N33°E80°W
⑨f:N18°E67°W
⑩f:N9°E68°W

Lカットピット

f:破砕部⑩
⑪f:N8°W82°W
⑫f:N9°E63°W
⑬ｆ:N6°E62°W
⑭f:N2°W71°W
⑮f:N25°E73°W
⑯f:N6°W76°W条線のレイク角80°R

K断層

K断層
調査位置図

第7.4.4.66図（1） Ｋ断層 ピット調査結果（Ｌカットピット）（その１）
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Lカットピット

調査位置図

Lカットピット写真

第7.4.4.66図（2） Ｋ断層 ピット調査結果（Ｌカットピット）（その２）
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Lカットピット

調査位置図

最新活動 N6°W76°W

最新活動面
最新活動面

他の変形構造を切る連続性の良い断層面が観察された。

第7.4.4.67図 Ｋ断層 ブロックサンプル及びＣＴ画像（Ｌカットピット）

最新活動面N6°W76°W
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逆断層

右ずれ

最新活動面

80°S80°S

最新活動面

走向・傾斜 N6°W76°W

逆断層

右ずれ

80°

第7.4.4.68図 Ｋ断層 薄片試料観察結果（Ｌカットピット）
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観察面 R67°
a： f ：N10°E74°W 断層ガウジ（黄橙色粘土：幅1～3mm） 条線(rake)=R67°
b： f ：N16°E63°W 断層ガウジ（褐色粘土 ：幅1～2mm）
c： f ：N7° E70°W 断層ガウジ（灰白色粘土：幅2～3mm）
d： f ：N12°E72°W 断層ガウジ（灰白色粘土：幅2～3mm）
e： f ：N13°E79°W 断層ガウジ（赤紫色粘土：幅1～4mm）

※f ：せん断面
走向は偏角未補正である。

2-1 ピット西面

走向は偏角未補 である。

2 1 ピ ト北面2-1 ピット北面

2-1 ピット南面

カタクレーサイト

③層

②層

花崗斑岩

熱水変質部

せん断面

凡 例

基盤岩
（花崗斑岩）

A： 花崗斑岩質ｶﾀｸﾚｰｻｲﾄ：砂質シルト～礫混じりシルト質砂状。
やや軟質。全体的に変質を受けている。

Ｂ： 風化花崗斑岩：浅黄橙色（7.5YR8/4～7.5YR8/6）。
主にやや脆弱な角礫状。

C 花崗斑岩（破砕質部） 黒褐色 浅黄橙色（7 5YR3/2 7 5YR8/6） せん断面

せん断面（不明瞭）

地層境界

C： 花崗斑岩（破砕質部）：黒褐色～浅黄橙色（7.5YR3/2～7.5YR8/6）。
主に砂質細礫状。部分的に砂質シルト～シルト質砂状を呈する。

②層： 礫混じり砂質シルト： 明褐色～明褐灰色（7.5YR7/1～7.5YR8/6）。
礫は径5cm以下の風化礫。下部ほど細粒。
シルト質砂礫： 礫径50cm以下の亜角礫を含む。

③層： 礫混じりシルト質細砂： 橙～浅黄橙色、灰白色（5YR7/8～7.5YR8/2）。
基質はシルト、細～中砂主体。砂礫層をレンズ状に挟み、淘汰が悪い。
礫は径5cm以下の風化花崗斑岩の亜角礫主体。径15cmのものも見られる。

第7.4.4.69図（1） Ｋ断層 ピット調査結果（２－１ピット）（その１）

礫は径5cm以下の風化花崗斑岩の亜角礫主体。径15cmのものも見られる。

2-1 ピット底盤
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観察面

調査位置図

第7.4.4.69図（2） Ｋ断層 ピット調査結果（２－１ピット）（その２）
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観察面

2 1 ピット北面

調査位置図

2 1 ピット北面 2-1 ピット北面

N← →S

2-1 ピット北面

78°

条線観察位置

条線の例
a： f ：N10°E74°W 断層ガウジ（黄橙色粘土：幅1～3mm）
b： f ：N16°E63°W 断層ガウジ（褐色粘土 ：幅1～2mm）
c： f ：N7° E70°W 断層ガウジ（灰白色粘土：幅2～3mm）
d： f ：N12°E72°W 断層ガウジ（灰白色粘土：幅2～3mm）
e： f ：N13°E79°W 断層ガウジ（赤紫色粘土：幅1～4mm）
※f ：せん断面
走向は偏角未補正である

・走向・傾斜：N7゜E70゜W

ク角 ゜北傾斜

第7.4.4.70図（1） Ｋ断層 条線観察結果（２－１ピット）（その１）

走向は偏角未補正である。 ・レイク角：78゜北傾斜
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K断層最新活動面における条線について
・N20°～30°E及びN40°～60°Eを示すトレンドが多い。
・コンター図より高～中角度を示すプランジが多い。

D-1破砕帯の変位センスについて
左横ずれ 断層 または 右横ずれ 逆断層左横ずれ・正断層 または 右横ずれ・逆断層

ズダ グ

総データ数： 22
最大瀕度数：3
最大瀕度数/総データ数 x 100: 13%

ローズダイアグラム(10°毎)

K断層の走向・傾斜について
条線測定の際に測定した走向・傾斜を平均した値

総データ数： 23

D-1破砕帯（面構造） ： 1

シュミットネット(下半球投影)

総データ数： 22
最大集中点：26.27
最少集中点：0

コンターダイアグラム(下半球投影)

K断層

第7.4.4.70図（2） Ｋ断層 条線観察結果（２－１ピット）（その２）

条線測定の際に測定した走向・傾斜を平均した値
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上上

70°S
W

条線方向

上上W← →E

走向・傾斜 N7°E70°W

最新活動面

50 mm0 下
下 最新活動面

第7.4.4.71図 Ｋ断層 研磨片観察結果（２－１ピット）
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走向・傾斜 N7°E70°W

第7.4.4.72図 Ｋ断層 薄片試料観察結果（２－１ピット）
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⑮

Ｋ断層

Ｋ断層

⑮

⑯

西側ピット

Ｋ断層

①f:N12°W（直線的でシャープ）
②f:N445°W63°SW
③f N8°W71°W

調査位置図

盛土：灰黄褐色～灰白色（10YR6/2～10YR8/1），
表層10cmが有機質。緩い。

③層 砂礫 シルト薄層互層 浅黄橙色 灰白色 ③f:N8 W71 W
④f:N12°W72°W（シャープ）
⑤f:N38°W52°SW
⑥f:N34°W48°SW
⑥f:N34°W66°SW
⑦f:N8°W44°W
⑧f:N34°W48°SW
⑨f:N30°W62°SW
⑩f:N18°W80°W
⑪f:N14°W48°W

③層：砂礫，シルト薄層互層：浅黄橙色～灰白色
（10YR8/3～10YR8/1），酸化部は橙色
（7.5YR8/8）。砂礫主体，部分的に層理面が認
められ，よく締まる。礫率は10～30%，礫は
径15cm以下の亜角礫が多く，礫径最大50cm，
淘汰は悪い。基質はシルト混じり砂。礫層か
ら礫混じり砂層，中～粗粒砂層へと漸移する。
薄層状～レンズ状のシルト，シルト質細粒砂
やブロック状の礫混じりシルトを伴う。

②層：礫混じりシルト。オリーブ灰色～灰褐色

Ｋ断層

⑪f:N14 W48 W
⑫f:N4°W80°W
⑬f:N30°W34°SW
⑭b:N30°W38°E
⑮f:N10°E71°W条線のレイク角8R
⑯ f:N9°E82°W条線のレイク角5L

②層：礫混じりシルト。オリ ブ灰色 灰褐色
（2.5GY6/1～5YR6/2）。主に径5cm以下の亜角～
角礫を5～10%（局所的に密集）含む。礫径最
大15cm。くさり礫を含む。やや硬い。

風化花崗斑岩：灰白色（10YR8/1）。風化を受けやや
軟質。

変質カタクレーサイト：灰白色（10YR8/1）。細礫混
じりシルト質砂状。原岩組織は殆ど残存して
いない。 f:せん断面

走向は偏角未補正である

第7.4.4.73図 Ｋ断層 ピット調査結果（西側ピット）

走向は偏角未補正である。
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③層

②層

凡 例
A

カタクレーサイト

②層

①層

花崗斑岩

熱水変質部

せん断面

せん断面（不明瞭）

観察面

地層境界

層相境界（主要なもの）

Ｄ-1破砕帯

第7.4.4.74図（1） Ｋ断層 ピット調査結果（１－１ピット）（その1）
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観察面

A

A

調査位置図

°

第7.4.4.74図（2） Ｋ断層 ピット調査結果（１－１ピット）（その２）
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凡例

観察面

カタクレーサイト

： 花崗斑岩

： ｶﾀｸﾚｰｻｲﾄ

： 熱水変質部

第7.4.4.74図（3） Ｋ断層 ピット調査結果（１－１ピット）（その３）

調査位置図
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°

（％）

・平均走向・傾斜（北面・南面）：N9°W,64°W

・平均レイク角（北面・南面）：74°南傾斜

第7.4.4.75図 Ｋ断層 条線観察結果（１－１ピット）

・平均走向・傾斜（底盤）：N59°W,76°S

・平均レイク角（底盤）：70°西傾斜

K断層の走向・傾斜について
条線測定の際に測定した走向・傾斜を平均した値
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観察面

① f： N23°E82°E 断層ガウジ（明黄灰色粘土：幅1～3mm）
② ｆ： N29°E78°E 断層ガウジ（明黄灰色粘土：幅1～6mm）
③ f:  N17°E88°W 断層ガウジ（浅黄橙色粘土：幅1～2mm)

①層： 砂礫からなる。浅黄橙色（7.5YR8/3）。礫率30～50%で径20～40cm程度
の亜角礫からなる。基質は中～粗粒砂からなり，淘汰は極めて悪い。

Gp： 花崗斑岩： 浅黄橙色（7.5YR8/3）。全体的に風化を受けている。

※走向は偏角未補正である。

6－7－4－859

第7.4.4.76図 Ｋ断層 ピット調査結果（１－１ピット）（西面）



せん断面(不明瞭)

せん断面

②層

③層

観察面

層相境界(主要なもの)

地層境界

せん断面(不明瞭)

調査位置図調査位置図

第7.4.4.77図 Ｋ断層 トレンチ調査結果（擁壁撤去法面）法面スケッチ

6－7－4－860


	バインダ1.pdf
	001(1)　0-1第7.4.4.001図(1)_敷地内地質調査位置図（その１）r6.pdf
	001(2) 0-2第7.4.4.001図(2)_敷地内地質調査位置図（その２）r9
	002　0-2第7.4.4
	003　0-3第7.4.4
	004(1)　0-4(1)ｒ１第7.4.4
	004(2) 第7.4.4.004図(2)_敷地の地質断面図（その２）150917r2
	004(3) 第7.4.4.004図(3)_敷地の地質断面図（その３）150917r3
	005　0-0第7.4.4.5図_浦底断層調査位置図r2
	006(1)　0-6(1)第7.4.4
	006(2)　0-6(2)第7.4.4.007図(1)_浦底断層のトレンチ調査結果（B地点）法面写真
	007　0-0第7.4.4
	008　0-0第7.4.4
	009 第7.4.4.9図_浦底湾　海上音波探査結果及び海上ボーリング調査結果（Ｆ－３９・４０）
	010 第7.4.4.10図_浦底湾　海上音波探査結果及びボーリング調査結果（Ｆ－３９ｂ）
	011 第7.4.4.11図_明神崎付近　離水海岸地形調査結果
	012 第7.4.4.12図_明神崎付近　ピット調査結果
	013 第7.4.4
	014(1) 1-1(1)第7.4.4.008図(1)_Ｄ－１破砕帯の調査位置図（その１）1500917
	014(2) 1-1(2)第7.4.4
	015 第7.4.4
	016(1) 1-2第7.4.4
	016(2) 1-3第7.4.4
	017 1-4第7.4.4
	018 1-6第7.4.4
	019(1) 1-8第7.4.4
	019(2) 1-7第7.4.4
	020 1-5第7.4.4.014図_Ｄ－１破砕帯　剥ぎ取り調査結果（2号炉原子炉建屋南側斜面）　薄片試料観察（XZ方向）150921 r1
	021(1)(2) 1-9第7.4.4
	022(1) 1-23第7.4.4.1-23図　D-1破砕帯　ボーリング調査結果（2号炉原子炉建屋付近）ブロックサンプル及びCT画像解析　（D1-2孔　12.86m）【r5】
	022(2) 1-24第7.4.4.1-24図　D-1破砕帯　ボーリング調査結果（2号炉原子炉建屋付近）　ブロックサンプル及びCT画像解析（D1-3孔　34.39m）【r1】
	022(3) 1-25第7.4.4.1-25図　D-1破砕帯（2号炉原子炉建屋付近）CT画像解析（D1-4孔）【r2】
	022(4) 1-26第7.4.4.1-26図　D-1破砕帯（2号炉原子炉建屋付近）CT画像解析（D1-5孔）【r2】
	022(5) 1-27(1)第第7.4.4.1-27図(1)_D-1破砕帯　ボーリング調査結果（2号炉原子炉建屋付近）　ブロックサンプル及びCT画像解析（H27-B-3孔）r1
	022(6) 1-28(1)第7.4.4
	023(1) 1-39第7.4.4
	023(2) 1-40第7.4.4
	024(1) 1-29第7.4.4.1-29図_Ｄ－１破砕帯　ボーリング調査結果（2号炉原子炉建屋付近）　薄片試料観察（D1-2孔，12
	024(2) 1-30第7.4.4
	024(3) 1-31第7.4.4
	024(4) 1-32第7.4.4
	024(5) 1-33第7.4.4
	024(6) 1-34第7.4.4
	025(1) 1-36第7.4.4.●図　D-1破砕帯　ボーリング調査結果（）　コア及びCT画像解析（H19-No.14孔　86.12～87
	025(2) 1-37第7.4.4.1-37図 D-1ブロックサンプル及びCT画像解析（H20-②-1孔　50.62-50.72m）
	026(1) 1-50(1)第7.4.4.1-50図(1)_Ｄ－１破砕帯　ボーリング調査結果（2号炉原子炉建屋南方）　薄片試料観察（H19-No.14孔86
	026(2) 1-50(2)第7.4.4.1-50図(2)_Ｄ－１破砕帯　ボーリング調査結果（2号炉原子炉建屋南方）　薄片試料観察（H19-No.14孔86
	026(3) 1-51(1)第7.4.4.1-51図(1)_Ｄ－１破砕帯　ボーリング調査結果（2号炉原子炉建屋南方）　薄片試料観察（H20-②-1孔50
	026(4) 1-51(2)第7.4.4.1-51図(2)_Ｄ－１破砕帯　ボーリング調査結果（2号炉原子炉建屋南方）　薄片試料観察（H20-②-1孔50
	027(1) 1-53(1)第7.4.4.1-53図(1)_Ｄ－１破砕帯　露頭調査結果（D-1既往露頭）　写真及びスケッチr3
	027(2) 1-53(2)第7.4.4.1-53図(2)__Ｄ－１破砕帯　露頭調査結果（D-1既往露頭）　写真及び詳細観察スケッチr2
	028 1-200第7.4.4
	029 1-203第7.4.4
	030(1) 1-201第7.4.4.1-201図_Ｄ－１破砕帯　露頭調査結果（D-1既往露頭)　条線観察150921
	030(2) 1-202第7.4.4
	031 1-204第7.4.4
	032 1-54第7.4.4
	033(1) 1-64第7.4.4.1-64図　D-1破砕帯　ボーリング調査結果（）ブロックサンプル及びCT画像解析（H24-B14-2孔　109
	033(2) 1-65第7.4.4.●図　D-1破砕帯　ボーリング調査結果（）　ブロックサンプル及びCT画像解析（D1-1孔　60
	033(3) 1-66第7.4.4.1-66図_Ｄ－１（2号炉原子炉建屋とＤ－１トレンチの間）研磨片（H27-B-1孔）【r2】
	033(4) 第7.4.4
	034(1) 1-72第7.4.4.1-72図　Ｄ－１破砕帯　（2号炉原子炉建屋とD-1トレンチの間）　Ｘ線回折分析（H24-B-14孔　109
	034(2) 1-73第7.4.4
	034(3) 1-74第7.4.4
	035(1) 1-67(1)第7.4.4.1-67図(1)_Ｄ－１破砕帯　ボーリング調査結果（2号炉原子炉建屋とD-1トレンチの間）　薄片試料観察（H24-B14-2孔109
	035(2) 1-67(2)第7.4.4.1-67図(2)_Ｄ－１破砕帯　ボーリング調査結果（2号炉原子炉建屋とD-1トレンチの間）　薄片試料観察（H24-B14-2孔109
	035(3) 1-68第7.4.4.a28図(1)_Ｄ－１破砕帯　ボーリング調査結果（2号炉原子炉建屋とD-1トレンチの間）　薄片試料観察（H24-D1-1孔60
	035(4) 1-69第7.4.4
	035(5) 1-70第7.4.4
	036 1-205第7.4.4
	037(1) 1-206(1)第7.4.4
	037(2) 1-206(2)第7.4.4.1-206図(2)_Ｄ－１破砕帯　ピット調査結果（北側ピット）　写真150918 r1
	037(3) 1-206(3)第7.4.4
	038(1) 1-215第7.4.4.098図_Ｄ－１破砕帯　ピット調査結果（１－１ピット底盤）　スケッチ及び写真r5
	038(2) 1-214第7.4.4.図_Ｋ断層　トレンチ及びピット調査結果（1-1ピット）　スケッチ（南―北ー西面）011015
	039 1-76第7.4.4.094図(1)_Ｄ－１破砕帯　ピット調査結果（北側ピット）　ブロックサンプル及びCT画像解析150918
	040 1-78第7.4.4
	041(1) 1-79図第7.4.4
	041(2) 1-41(2) 80第7.4.4.080図_Ｄ－１破砕帯　ピット調査結果（北側ピット）　条線の統計的整理r2
	042 1-77第7.4.4
	043(1)(2) 1-250第7.4.4
	044(1) 1-145(1)第7.4.4
	044(2)1-146(1)第7.4.4
	044(3) 1-145(2)第7.4.4
	044(4)第7.4.4
	044(5) 1-145(3)第7.4.4
	044(6)　1-145(4)第7.4.4
	045 1-401第7.4.4
	046 1-402第7.4.4.1-402図　Ｄ－１破砕帯　（ふげん道路ピット内D-1破砕帯ピット）　Ｘ線回折分析r1
	047 1-403第7.4.4.1-403図_Ｄ－１破砕帯　ピット調査結果（ふげん道路ピット内D-１破砕帯ピット）条線観察写真r1
	048 1-405第7.4.4.405図_Ｄ－１破砕帯　ピット調査結果　（ふげん道路ピット内D-1破砕帯ピット）　薄片観察記録r1
	049　第7.4.4
	050 1-83第7.4.4.068図_D-1トレンチの層相区分150921r1
	051(1) 1-84(1)第7.4.4.1-84図(1)_Ｄ－１トレンチの地質断面図（A-A'）150921
	051(2) 1-84(3)第7.4.4.1-84図(3)_Ｄ－１トレンチの地質断面図（C-C'）150921
	051(3) 1-84(6)第7.4.4
	051(4) 1-84(9)第7.4.4.1-84図(9)_Ｄ－１トレンチの地質断面図（I-I'）150921
	052 図1-85第7.4.4.1-85図(2)Ｄ－１トレンチ　花粉分析結果　（その２）r2
	053(1) 1-86第7.4.4.1-86図_D-1トレンチ　土壌分析試料採取位置ｒ1
	053(2) 1-87第7.4.4.1-87図_D-1トレンチ　土壌観察結果
	053(3) 1-88第7.4.4.1-88図_敦賀発電所敷地内　土壌分析結果150919
	054(1) 1-92(1)第7.4.4
	054(2) 1-92(2)第7.4.4
	054(3) 1-92(3)第7.4.4.071図_Ｄ－１トレンチ　テフラ分析結果（北法面）150921 r1
	054(4) 1-92(4)第7.4.4
	054(5) 1-92(5)第7.4.4
	055(1) 1-89(1)第7.4.4.1-89図(1)_浦底湾ボーリング　コア柱状図（No
	055(2) 1-89(2)第7.4.4
	056 1-90第7.4.4
	057 1-91(2)第7.4.4
	058(1) 1-93第7.4.4.1-93図(1)_浦底湾ボーリング　テフラ分析結果（No
	058(2) 1-93第7.4.4.1-93図(2)_浦底湾ボーリング　テフラ分析結果（No
	058(3) 1-93第7.4.4.1-93図(3)_浦底湾ボーリング　テフラ分析結果（No
	059 1-94第7.4.4
	060 1-95第7.4.4
	061 1-99第7.4.4
	062(1) 1-100第7.4.4
	062(2) 1-100第7.4.4
	062(3) 1-100第7.4.4
	062(4) 1-100第7.4.4.1-100図(4)_K断層　活動性評価（D－１トレンチ北西法面）　地層の内部構造（その４）r2
	063(1) 1-101(1)第7.4.4
	063(2) 1-101(2)第7.4.4
	063（3）1-102第7.4.4
	063(4) 1-103第7.4.4
	063(5) 1-104第7.4.4
	063(6) 1-105第7.4.4
	063(7) 1-106第7.4.4
	064(1) 第7.4.4
	064(2)～(3)　1-107第7.4.4
	065 1-109第7.4.4.1-109図_K断層　トレンチ及びピット調査結果（D－１トレンチ北西法面）　スケッチ（2015年9月時点の状況)0r1
	066(1) 1-110第7.4.4.1-110図_K断層　トレンチ及びピット調査結果（Lカットピット）　スケッチ r2
	066(2) 1-111第7.4.4.118図_K断層　トレンチ及びピット調査結果（Lカットピット）　写真
	067 1-113第7.4.4
	068 1-114第7.4.4.1-114図_K断層　トレンチ及びピット調査結果（Lカットピット）　薄片試料観察（条線方向）150918 
	069(1) 1-115第7.4.4.1-115図(1)_K断層　トレンチ及びピット調査結果（２－１ピット）　スケッチr2
	069(2)  第7.4.4.69Ｋ断層　ピット調査結果（２－１ピット）（その２）
	070(1) 1-117(1)第7.4.4
	070(2) 1-117(2)第7.4.4
	071 1-118第7.4.4
	072 1-119第7.4.4.1-119図_K断層　トレンチ及びピット調査結果（2-1ピット）　薄片試料観察（条線方向）151001 
	073 1-115第7.4.4.1-115図_Ｋ断層　トレンチ及びピット調査結果（西側ピット）　スケッチ
	074(1) 1-317(1).(2)第7.4.4
	074(2) 1-318(1).(2)第7.4.4.125図_Ｋ断層　トレンチ及びピット調査結果（1-1ピット）　スケッチ（南面）150918.r1
	074(3) 1-319第7.4.4.126図_Ｋ断層　トレンチ及びピット調査結果（1-1ピット）　地質観察結果（T.P.14.9m底盤）r2
	075 1-120第7.4.4
	076 1-121第7.4.4.1-121図_Ｋ断層　トレンチ及びピット調査結果（1-1ピット）　地質観察結果（西面）ｒ１
	077 1-124第7.4.4.130図_Ｋ断層　トレンチ及びピット調査結果（擁壁撤去法面）　スケッチ（擁壁表）150925r2
	078 1-128第7.4.4.1-128図 K断層　トレンチ及びピット調査結果　(南法面付近)　地質平面図r19(JAPC)
	079(1) 1-129第7.4.4.1-129図　原電道路ピット等展開図r10
	079(2) 第7.4.4.●図 　K断層　ボーリング調査結果（原電道路ピット）地質断面図（東西面）r4
	079(3) 第7.4.4.135図_Ｋ断層　トレンチ及びピット調査結果（原電道路ピット）　スケッチ（東面）r4
	079(4) 1-131第7.4.4.135図_Ｋ断層　トレンチ及びピット調査結果（原電道路ピット）　写真及びスケッチ（東面）r4
	079(5)　別添添付P6島状頂盤部K断層r5
	080 ３層　性状整理表r1
	081(1)　1-135第7.4.4.075図_Ｄ－１トレンチ　テフラ分析結果（原電道路ピット東面）r5
	081(2) 1-136第7.4.4
	082(1) 1-328(2)第7.4.4.132図_Ｋ断層　トレンチ及びピット調査結果（南法面）　スケッチr5
	082(2) 1-328(2)K断層トレンチ及びピット調査結果（南法面）スケッチ（その２）r10
	083(1)　第7.4.4.1-137図　　D-1トレンチ　テフラ分析結果（南法面）r11
	083(2) 1-138図南面テフラ分析結果
	084(1) 1-141第7.4.4.1-141図別添添付P.16r5
	084(2) 1-142図ふげん道路ピット西面スケッチr12
	084(3) 1-143図ふげん道路ピット東面写真 r2
	084(4) 1-144第7.4.4.144図_Ｋ断層　トレンチ及びピット調査結果（ふげん道路ピット）　スケッチr3
	085(1) 6-1第7.4.4.6-1図(1)_Ｄ－６破砕帯及びＤ－５破砕帯の調査位置図（その１）r2
	085(2)
	086
	087(001) [互換モード]
	087(002) [互換モード]
	088(1) 6-5（1）第7.4.4.6-5図_Ｄ－６破砕帯及びＤ－５破砕帯　ボーリング調査結果（1号炉原子炉建屋付近）　薄片観察記録（H19-No.4）r7
	088(2) 6-5（2）第7.4.4.6-5図_Ｄ－６破砕帯及びＤ－５破砕帯　ボーリング調査結果（1号炉原子炉建屋付近）　薄片観察記録（H19-No.4）r7
	089(001)
	089(002) [互換モード]
	090 [互換モード]
	091 [互換モード]
	092(001)
	092(002) [互換モード]
	093 [互換モード]
	094(001)
	094(002)
	095
	096(002)
	096(1)  6-13第7.4.4.6-13図（1）D-6破砕帯及びD-5破砕帯　剥ぎ取り調査結果（1号炉原子炉建屋南方）　写真及びスケッチ（小段部）r5
	097(001) [互換モード]
	097(002) [互換モード]
	098(001) [互換モード]
	098(002) [互換モード]
	099(001) [互換モード]
	099(002) [互換モード]
	099(003) [互換モード]
	100(001) [互換モード]
	100(002) [互換モード]
	101
	102(1)
	102(2) 第7.4.4.●図　D-6破砕帯　ボーリング調査結果（1号炉原子炉建屋北方）　ブロックサンプル及びCT画像解析（H24-No.B8-22）【r4】
	103(1) 6-28第7.4.4.6-29図_D-6-破砕帯　ボーリング調査結果（1号炉原子炉建屋北方）　X線回析分析(H24-No.B11-2)r1
	103(2) 6-29第7.4.4.6-28図＿D－６破砕帯　ボーリング調査結果（1号炉原子炉建屋北方）　X線回折分析(H24-No
	104(1) 6-31第7.4.4
	104(2)(3) 6-31(1).(2)第7.4.4.6-31(1)
	105 6-32第7.4.4.6-32図_Ｄ－６破砕帯　大深度坑調査結果　写真及びスケッチr4
	106 6-33第7.4.4 (正)
	107 6-34第7.4.4.6-34図_D-6-破砕帯　大深度坑調査結果　X線回析分析
	108(1)  6-35第7.4.4
	108(2) 6-36第7.4.4
	109 6-37第7.4.4.6-37図_Ｄ－６破砕帯　大深度坑調査結果　薄片観察記録r1
	110(1)-(3)　6-38第7.4.4
	111(1) 第7.4.4
	111(2) 6-41第7.4.4.6-41図　主成分分析結果（D-6）B8-18_r4-2
	111(3) 6-41第7.4.4.6-41図　主成分分析結果（D-6）B8-19_r5
	112(1) 6-39(1)_第7.4.4
	112(2) 6-39(2)_第7.4.4
	113　5-1第7.4.4.5-1図_Ｄ－５破砕帯　ボーリング調査結果（1号炉原子炉建屋付近）　研磨片観察記録（H19-No4）r1
	114 5-3第7.4.4.5-3図_D-5-破砕帯　ボーリング調査結果（1号炉原子炉建屋付近）　X線回析分析(H19-No
	115(1) 5-5第7.4.4.5-5図(1)_Ｄ－５破砕帯　ボーリング調査結果（1号炉原子炉建屋北方）　薄片観察記録（H19-No.4　107
	115(2) 5-5第7.4.4.5-5図(2)_Ｄ－５破砕帯　ボーリング調査結果（1号炉原子炉建屋北方）　薄片観察記録（H19-No.4　107.54m）（YZ方向）r1
	116(1) 5-7第7.4.4
	116(2) 5-8第7.4.4
	117 5-9第7.4.4
	118 5-10第7.4.4
	119(1)  5-11第7.4.4
	119(2) 5-12第7.4.4.5-12図_Ｄ－５破砕帯　剥ぎ取り調査結果（1号炉南側斜面）　条線の統計的整理
	120 5-13第7.4.4
	121(1)(2) 5-14第7.4.4
	122(1) 5-15第7.4.4.●図 　D-5破砕帯　ボーリング調査結果（）　研磨片及びCT画像解析（H24-No.B8-21孔　93
	122(2) 第7.4.4.●図 　D-5破砕帯　ボーリング調査結果（）　ブロックサンプル及びCT画像解析（H24-No.B11-1孔）【r2】
	123(1) 5-18第7.4.4.a64図_D-5-破砕帯　ボーリング調査結果（1号炉原子炉建屋北方）　X線回析分析(H24-No.B11-1)r1
	123(2) 5-17第7.4.4.5-17図_D-5-破砕帯　ボーリング調査結果（1号炉原子炉建屋北方）　X線回析分析(H24-No
	124(1) 5-20第7.4.4.5-20図_Ｄ－５破砕帯　ボーリング調査結果（1号炉原子炉建屋北方）　薄片観察記録（H24-No.B11-1　88
	124(2) 5-20第7.4.4.5-20図_Ｄ－５破砕帯　ボーリング調査結果（1号炉原子炉建屋北方）　薄片観察記録（H24-No.B11-1　88
	124(3）5-20第7.4.4.5-20図(1)_Ｄ－５破砕帯　ボーリング調査結果（1号炉原子炉建屋北方）　薄片観察記録（H24-No.B8-21　93
	124(4) 5-20第7.4.4.5-20図(2)_Ｄ－５破砕帯　ボーリング調査結果（1号炉原子炉建屋北方）　薄片観察記録（H24-No.B8-21　93
	125(1) 5-22C第7.4.4.●図 　D-5破砕帯　ボーリング調査結果（）　コア及びCT画像解析（H20-①-10孔　50.90m）
	125(2) 5-21第7.4.4
	126(1)  5-23第7.4.4.a74図_D-5-破砕帯　ボーリング調査結果（1号炉原子炉建屋付近）　X線回析分析(H24-No.20-①-10)r1
	126(2) 5-24第7.4.4
	127 5-25第7.4.4.025図_Ｄ－５破砕帯　ボーリング調査結果（1号炉原子炉建屋付近）　薄片観察記録（H27-D5-1）
	128 5-27第7.4.4.5-27図(2)_Ｄ－６破砕帯及びＤ－５破砕帯　剥ぎ取り調査結果（1号炉原子炉建屋南方）　写真及びスケッチ（小段部）r2
	129 5-28第7.4.4
	130 5-29第7.4.4
	131(1)  5-30第7.4.4.5-30図_Ｄ－５破砕帯　剥ぎ取り調査結果（1号炉原子炉建屋南方）　条線観察 r3
	131(2)  5-31第7.4.4
	132 5-32第7.4.4
	133(1)(2) 5-14第7.4.4.5-14図(1)～(4)_Ｄ－５破砕帯の最新活動面の電子顕微鏡観察結果（1号炉原子炉建屋南側斜面）R３
	134　5-33第7.4.4
	135  5-34＿D-5D-6総合評価m2
	136 3-1第7.4.4.3-1図(1)_Hー３ａ破砕帯の調査位置図（その１）_01
	137(1)　3-2第7.4.4
	137(2)　3-3第7.4.4
	138　3-4.第7.4.4
	139　3-5.第7.4.4
	140(1) 3-6第7.4.4
	140(2) 3-7第7.4.4.●●図_H－３ａ破砕帯　剥ぎ取り調査結果（2号炉南側道路）　条線の統計的整理r1
	141 3-8.第7.4.4
	142(1)(2) 3-9.第7.4.4
	143 3-10第7.4.4
	144 3-12.第7.4.4.3-12図_H－３ａ破砕帯　露頭調査結果（H－３a既往露頭）　ブロックサンプル及びＣＴ画像解析
	145 3-13.第7.4.4
	146 3-15.第7.4.4
	147 3-16.第7.4.4.3-16図_Ｈ－３ａ破砕帯　露頭調査結果（Ｈ－３ａ既往露頭）　薄片観察記録r3
	148(1)(2) 3-17.第7.4.4
	149　第7.4.4
	150(1) 3-19第7.4.4.3-20図_Ｈ－３ａ破砕帯　ピット調査（追加ピット）　写真及びスケッチr8
	150(2) 3-19(2)第7.4.4.3-20図_Ｈ－３ａ破砕帯　ピット調査（追加ピット）　写真及びスケッチ r2
	151(1) 3-21 第7.4.4.3-21図_Ｈ－３ａ破砕帯　テフラ分析結果（追加ピット南面）r5
	151(2)_(4) 3-22第7.4.4
	152 14-1第7.4.4.14-1図(1)_Ｄ－１４破砕帯の調査位置図（その１）r3
	153(1) 14-2第7.4.4
	153(2) 14-2第7.4.4
	153(3) 14-3第7.4.4
	154　14-4第7.4.4
	155 14-5第7.4.4
	156(1) 14-6第7.4.4
	156(2) 14-7第7.4.4
	157 14-8第7.4.4
	158(1)(2) 14-9第7.4.4
	159(1) 14-10(1)第7.4.4.14-10図(1)_Ｄ－１４破砕帯　ピット調査（Ｄ－１４ピット①）　スケッチ r1
	159(2) 第7.4
	159(3) 14-10(2)第7.4.414-11図_Ｄ－１４破砕帯　ピット調査（Ｄ－１４ピット①）　拡大写真
	160(1) 14-12第7.4.4.14-12図_Ｄ－１４破砕帯　ピット調査（Ｄ－１４ピット②）　スケッチr3
	160(2) 14-13第7.4.4.●図_Ｄ－１４破砕帯　ピット調査（Ｄ－１４ピット②）　写真 r2
	161　14-14第7.4.4.232図_Ｄ－１４破砕帯　ピット調査（Ｄ－１４ピット①）　ブロックサンプル及びＣＴ画像解析 r1
	162 14-15第7.4.4
	163(1) 14-16第7.4.4
	163(2) 14-17第7.4.4
	164 14-18第7.4.4.14-18図_Ｄ－１４破砕帯　ピット調査（Ｄ－１４ピット①）　薄片観察記録r2
	165(1)(2) 14-19第7.4.4
	166　14-20第7.4.4
	167 14-21第7.4.4.14-21図_Ｄ－１４破砕帯　テフラ分析結果（Ｄ－１４既往露頭）r2
	168 第7.4.4
	169(1)(2) 第7.4.4
	170(1)(2) 第7.4.4
	171(1)(2) 第7.4.4
	172(1)-(5) 第7.4.4
	173(1)-(5) 第7.4.4
	174(1)-(6) 第7.4.4.25図_Ｄ－1破砕帯　ボーリング調査結果(2号炉原子炉建屋南方)　コア柱状図（H19-No
	175(1)-(4) 第7.4.4.33図_Ｄ－１破砕帯　ボーリング調査結果(2号炉原子炉建屋南方)　コア柱状図（H19-No
	176(1)(2) 第7.4.4.24図_Ｄ－1破砕帯　ボーリング調査結果(2号炉原子炉建屋付近)　コア柱状図（H20-No
	177(1)-(5) 第7.4.4
	178(1)-(3) 第7.4.4
	179(1)-(4) 第7.4.4
	180(1)-(6) 第7.4.4
	181(1)～(6)　第7.4.4.155図_Ｄ－6破砕帯及びD-5破砕帯　ボーリング調査結果(1号炉原子炉建屋付近)　コア柱状図（H19-No
	182(1)～(7)　第7.4.4.156図_Ｄ－6破砕帯及びD-5破砕帯　ボーリング調査結果(1号炉原子炉建屋付近)　コア柱状図（H19-No
	183(1)-(4) 第7.4.4
	184(1)-(6) 第7.4.4.153図_Ｄ－６破砕帯　ボーリング調査結果(1号炉原子炉建屋北方)　コア柱状図(H24-No
	185(1)-(3) 第7.4.4.●図_Ｄ－5破砕帯　ボーリング調査結果　コア柱状図（H20-No.①-9）
	186(1)～(4)　第7.4.4
	187(1)～(8)　第7.4.4
	188(1)(2)  第7.4.4
	189(1)(2)  第7.4.4.a70図_Ｄ－5破砕帯　ボーリング調査結果(1号炉原子炉建屋北方)　コア柱状図（H20-No
	190　第7.4.4.190図_Ｄ－1破砕帯　ボーリング調査結果　破砕帯カタログr6
	191 第7.4.4
	191第7.4.4
	192　第7.4.4.192図_Ｄ－５破砕帯　ボーリング調査結果　破砕帯カタログr6
	193(1)第7.4.4
	193(10)第7.4.4
	193(11)第7.4.4
	193(12)第7.4.4
	193(13)第7.4.4
	193(14)第7.4.4
	193(15)第7.4.4
	193(16)第7.4.4
	193(2) 第7.4.4
	193(3)第7.4.4
	193(4)第7.4.4
	193(5)第7.4.4
	193(6)第7.4.4
	193(7)第7.4.4
	193(8)第7.4.4
	193(9)第7.4.4

	193(10)第7.4.4
	193(11)第7.4.4
	193(12)第7.4.4
	193(13)第7.4.4
	193(14)第7.4.4
	193(15)第7.4.4
	193(16)第7.4.4


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




